
2025年5月1日発行 NO.627

駒甜瓜A山
井骸・非同種・平和・友好・連絡

.〒540-0004

大阪市中央区玉造1-6-11黒石ビル3F

2025年 5月1日 N0.627

核
兵
器
禁
止
条
約
・
第
3
回
締
醤
会
議
開
催
さ
れ
ま
し
た

今
こ
そ
核
廃
絶
を
!
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醒
画
題

日本アジア・アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会機関紙

激
動
す
る
世
界
情
勢
の
も
と
で
。
3
月
3
日
か
ら
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
核
兵
器
禁
止
条
約
第
3
回
締
約
国
会
議
は

7
日
、

核
抑
止
論
を
批
判
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
が
、
「
世
界
の
安

全
保
障
と
人
類
の
生
存
に
と
っ
て
必
須
で
あ
る
」
と
強
調
す

る
宣
言
を
採
択
し
閉
幕
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
条
約
締
結
7
3
ヶ
国
の
う
ち
5
6
の
締
約
国
3
1
の

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
か
ら
も
、
日
本
A
A
し
A
代
表
と
し
て
の
谷
本
盛
光
さ
ん

を
含
む
1
1
名
が
日
本
原
水
協
代
表
団
と
し
て
登
録
参
加
し
ま
し

た
。宣

言
は
、
核
兵
器
使
用
は
、
「
破
滅
的
な
人
道
的
・
環
境
的
結

果
を
も
た
ら
す
こ
と
へ
の
重
大
な
懸
念
」

を
改
め
て
表
明
し
、

「
日
本
被
団
協
が
、
2
0
2
4
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
を
祝
福
す
る
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

来
年
の
秋
。
核
禁
条
約
再
検
討
会
議
を
開
催

宣
言
と
と
も
に
採
択
さ
れ
た
決
定
に
よ
る
と
、
核
禁
条
約
の
運

用
と
目
的
達
成
の
進
捗
状
況
を
競
技
す
る
初
の
再
検
討
会
議
を
、

来
年
1
1
月
3
0
日
か
ら
1
2
月
4
日
に
か
け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

南
ア
フ
リ
カ
が
議
長
国
を
努
め
ま
す
。

被
害
者
支
援
と
環
境
修
復
の
の
国
際
信
託
基
金
の
実
現
を

ま
た
同
会
議
で
は
宣
言
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、

「
核
兵
器
の
使
用
や
核
実
験
の
被
害
者
へ
の
支
援
と
環
境
修
復
の

吾
の
国
際
信
託
基
金
の
設
立
」
の
実
現
を
目
指
す
し
て
い
ま
す
。
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● 3月3日から7日まで国連(ニュヨーク)で開催された。

● 条約締結73ヶ国のうち56の締約国が参加

31のオブザーバー国が参加

(スイス、オーストラリアなど)

● 前回参加したベルギー、ドイツ、ノルウェー

(NATO加盟国)は不参加

● 市民団体(NGO) 163団体が参加

第1回締約国会議には85団体

第2回締約国会議には122団体

● 再検討会議は、

2026年11月30日-12月4日国連(ニューヨークで開催)

議長国は南アフリカ

● TPNW (核兵器禁止条約)は、

条約発効から5年後(以降6年ごと)に、

「条約の運用および目的の達成状況を検討するための

会議」

2025年5月1日発行

新
潟
県
A
A
し
A

の

谷
本
盛

光
さ
ん
が
、
2
0
2
5
年
3
月
1

4
日
に
、

日
本
A
A
し
A

第

5
回
常
任
理
事
会

(
拡
大
)

で
、

第
3
回
締
約
国
会
議
に
参
加
し
た

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
簡
単

な
紹
介
で
す
。

以
下
の
写
真
、
囲
み
分
は
、
谷

本
報
告
か
ら
適
宜
抜
粋
し
た
も
の

で
す
。

2
日
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
市

民
社
会
の
専
門
家
に
よ
る
2
つ
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

各
国
政
府
や
N
G
O
の
代
表
が
フ

ロ
ア
か
ら
積
極
的
に
質
問
を
投
げ

か
け
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

た
。T

P
N
W
プ
ロ
セ
ス
の
特
徴
と

し
て
、
N
P
T

(
核
拡
散
防
止
条

約
)

プ
ロ
セ
ス
で
は
認
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民
社
会
に
よ
る
作
業
文

書
の
提
出
が
可
能
で
あ
る
点
も
特

筆
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
N
G
O
の
見
解

や
主
張
が
国
連
の
公
式
文
書
と
し

て
記
録
に
残
さ
れ
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
政
策
形
成
に
お
け
る
市

民
社
会
の
影
響
力
を
よ
り
確
か
な

も
の
と
し
て
い
る
。

締
約
国
会
議
は
、
政
府
関
係
者

や
市
民
社
会
を
問
わ
ず
、
若
い
世

代
が

(
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
限
ら
な

い
が
)
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆
者

や
核
実
験
被
害
者
の
生
の
声
を
聞

き
、
対
話
を
通
じ
て
そ
の
経
験
を

受
け
継
ぎ
、
自
ら
の
力
と
し
て
い

く
場
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

2
日
日
に
行
わ
れ
た
平
和
首
長

会
議
・
I
C
A
N
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
被
爆
者
と
若
者
が

「
世

代
間
対
話
」

を
テ
ー
マ
に
議
論
を

交
わ
し
た
。

「核兵器使用の確率はわからないが、ゼロで 

はないことは確かであるが、それが0.001%かも 

しれないし、1%、いや10%になるかもしれない。 

いずれにせよ、原発の過酷事故想定確率よりも 

高いと思われていることは衝撃的だ。」 

核兵器は、核兵器を保有しているか、核抑止に賛成か断固反対か

にかかわらず、すべての国の安全保障、ひいては国の存在そのもの

に対する脅威である。

核兵器に内在する危険性と、その国境を越える世界的な結末は、す

べての国の安全保障が核兵器によって脅かされていることを明らかに

しており、したがって、すべての国は核兵器の完全廃絶を緊急の安全

保障上の関心事としているも一部の国が軍事および安全保障の概念、

ドクトリン、政策において核兵器に依存し続けることは、世界的な安

全保障を損ない、エスカレーションのリスクを高め、核拡散のリス

クを増大させる。

NO. 627

核
兵
器
禁
止
条
約
は
激
動
の
時
代
に
お
け
る
希
望
の
光

そ
の
中
で
発
言
し
た
米
国
の
若

者
は
、
被
爆
者
と
の
出
会
い
が
白

身
の
活
動
の
原
動
力
と
な
っ
た
こ

と
を
熱
く
語
る
一
方
で
、
そ
の
よ

う
な
機
会
が
核
保
有
国
の
若
者
に

は
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
を
嘆
い

て
い
た
。

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
に
よ
る

朝
鮮
半
島
の
非
核
化
」

分
科
会

今回の会議の特徴

*多国間主義

グローバルサウスの存在感

*高まる市民社会の存在感

*主戦場は安全保障のため

の「核抑止か核廃絶か」
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2
0
2
5
年
度

第
6
3
回
大
阪
A
A
し
A
定
期
総
会

議
案
書

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

昭和43年2月24日第3種郵便物認可 毎月1回1日発行

◆

2
0
2
4
年
度
活
動
報

告1
.
大
軍
拡
反
対
・
核
兵
器
廃

絶
の
運
動
と
国
際
連
帯
の
と
り

く
み

①

「
戦
争
す
る
な
!
ど
の
国

も
」
第
1
0
次
国
際
署
名

個
人
・
団
体
合
わ
せ
て
1
7

7
9
筆
が
集
約
で
き
ま
し
た
。

目
標
の
3
0
0
0
筆
に
は
及

ば
ず
、

前
年
よ
り
1
割
ほ
ど
少
な
い
集

約
数
と
な
り
ま
し
た
。
1
1
月

2
6
日
か
ら
1
2
月
1

日
に
か

け
て
の
ラ
オ
ス
平
和
交
流
の
ツ

ア
1

(
1
8
名
参
加
・
大
阪
か

ら
は
3
名
)

に
参
加
し
て
、
A

S
E
A
N
議
長
国
で
あ
る
ラ
オ

ス
を
訪
問
し
、
日
本
A
A
し
A

に
集
約
さ
れ
た
1
万
3
8
6
5

筆
の
署
名
を
ラ
オ
ス
外
務
省
A

S
E
A
N
局
長
に
直
接
手
渡
し

ま
し
た
。

②

平
和
友
好
団
体
と
の
協
力

共
同大

阪
革
新
懇
、
大
阪
安
保
、

憲
法
会
議
、
大
阪
原
水
協
、
大

阪
母
親
連
絡
会
、
国
際
女
性
デ
ー

大
阪
実
行
委
員
会
へ
の
定
期
的

な
会
議
に
担
当
役
員
が
出
席
す

る
体
制
を
と
り
な
が
ら
、
各
団

体
が
主
催
す
る
講
演
学
習
会
や

街
頭
宣
伝
な
ど
の
諸
行
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
大
阪
労
連
や
平
和
団
体
が

共
同
で
行
っ
て

い
る
ア
メ
リ
カ

総
領
事
館
前
の

「
イ
ス
ラ
エ
ル

へ
の
軍
事
支
援
を
や
め
ろ
!
」

の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
抗
議
行
動

や

「
カ
ジ
ノ
に
反
対
す
る
連
絡

会
」

の
京
橋
宣
伝
に
も
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

2
.
学
習
と
理
論
活
動
を
重

視
し
た
と
り
く
み

国
内
外
情
勢
の
変
化
を
つ
か

み
、
諸
活
動
に
活
か
せ
る
よ
う

に
、
専
門
家
や
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
る
人
の
話
を
聞
い
て
学

習
し
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

①

A
A
し
A
カ
フ
ェ

ほ
ぼ
2
カ
月
に
1
回
の
開
催

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、
他

の
取
り
組
み
と
の
関
わ
り
な
ど

で
、
不
定
期
的
な
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
1
0
人
前

後
か
ら
2
0
人
弱
と
小
規
模
な

が
ら
貴
重
な

「
継
続
す
る
学
習

会
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
度
の
実
施
経
過

・
第
3
9
回

2
0
2
4
年

7
月
2
0
日

(
土
)

テ
ー
マ

「
日
米
安
保
の
今
」

講
師
・
守
山

禎
三
さ
ん

(
A
A
し
A
会
員
)

1
2
名
参
加

・
第
4
0
回

2
0
2
4
年

9
月
2
2
日

(
日
)

テ
ー
マ

「
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を

考
え
る
」講

師
・
山
上
俊
夫
さ
ん

(
A
A
し
A
会
員
)

1
3
名
参
加

・
第
4
1
回

2
0
2
4
年
1

0
月
1
9
日

(
土
)

え
き
ち

か
森
ノ
宮

テ
ー
マ

「
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

の
リ
ア
ル
」

講
師
・
M
a
t
 
t
K
a
s
t
①
さ
ん

(
高
校
教
師
)

1
7
名

参
加

・
第
4
2
周

2
0
2
5
年
3

月
2
2
日

(
土
)

テ
ー
マ

「
映
像
の
世
紀
に
見
る

ア
メ
リ
カ
の
暴
力
」

録
画
を
視
聴

意
見
交
換

8
名
参
加

・
第
4
3
回

2
0
2
4
年

4
月
1
9
日

(
土
)

テ
ー
マ

「
ト
ラ
ン
プ
の
ア
メ
リ

カ
は
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る

の
か
」

講
師
・
安
井

倫
子
さ
ん

参
加
者
1
6
名

②

英
語
で
世
界
を
読
む
会

第
1
火
曜
日
の
月
1
回
を
基

本
と
し
、
定
期
的
に
開
催
を
続

け
て
い
ま
す
。
世
界
情
勢
や
時

事
問
題
に
対
応
し
た
テ
ー
マ
の

テ
キ
ス
ト
を
選
び
、
参
加
者
が

輪
読
と
翻
訳
を
す
る
と
い
う
パ

タ
ー
ン
を
続
け
て
い
ま
す
。
日

本
の
新
聞
で
は
報
じ
ら
れ
な
い

事
件
、
異
な
る
視
点
か
ら
の
問

題
提
起
は
貴
重
な
も
の
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
の
後
に
は
感

想
な
ど
を
述
べ
あ
い
、
討
論
に

も
話
が
は
ず
み
ま
す
。
参
加
者

は
6
̃
1
0
人
で
、
大
阪
A
A

し
A
に
お
け
る
学
習
サ
ー
ク
ル

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

③

ミ
ャ
ン
マ
ー
問
題

今
年
度
は
ミ
ヤ
ン
マ
1
情
勢

に
つ
い
て
の
大
阪
A
A
し
A
独

自
の
学
習
会
な
ど
は
開
催
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
3
月
2
0

日
に
W
 
e
b
で
開
催
さ
れ
た
日

本
A
A
し
A
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
学

習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

④

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

昨
年
9
月
2
2
日
パ
レ
ス
チ

ナ
問
題
を
理
解
す
る
た
め
、
A

A
し
A
カ
フ
ェ
と
し
て
会
員
の

山
上
俊
夫
さ
ん
を
講
師
に
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
総
領
事
館
前
の
抗
議

行
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

3
.
海
外
ツ
ア
ー
や
文
化
交
流

活
動

①
新
春
の
つ
ど
い

1
月
1
9
日

(
日
)

に
貸
会

議
室
‥
え
き
ち
か
森
ノ
宮
で
開

催
し
ま
し
た
。

ミ
ニ
バ
ン
ド
に
よ
る
歌
と
演

奏
や
国
際
平
和
署
名
を
ラ
オ
ス

に
届
け
た
ツ
ア
ー
の
報
告
、
参

加
者
の
二
冒
ス
ピ
ー
チ
な
ど
で

楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。他

府
県
A
A
し
A
会
員
や
会

員
外
な
ど
2
0
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

②
「
ベ
ト
ナ
ム
平
和
交
流
ツ
ア
ー
」

数
年
ぶ
り
の
海
外
ツ
ア
ー
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
時
か
ら
新
聞
記
者
と
し

て
活
躍
し
て
き
た
日
本
A
A
し

A
の
理
事
で
も
あ
る
鈴
木
勝
比

古
さ
ん
を
コ
ー
デ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
、
I
U
観
光
企
画
に
よ
る

2
月
7
日
か
ら
1
3
日
ま
で
6

泊
7
日
の
ツ
ア
1
で
し
た
。
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企
画
に
際
し
て

「
実
行
委
員
会
」

を
組
織
し
、
ま
た

「
日
本
ベ
ト

ナ
ム
友
好
協
会
」

に
よ
る
現
地

の
情
報
提
供
な
ど
の
協
力
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
内
容
と
期
日
を
決

定
し
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。当

初
は
、
目
標
と
す
る
参
加

者
が
集
ま
る
か
ど
う
か
不
安
で

し
た
が
、
2
3
名

(
鈴
木
さ
ん
、

尾
川
さ
ん
を
含
め
て
)

の
ツ
ア
ー

と
な
り
、
盛
況
で
交
流
の
深
ま
っ

た
意
義
あ
る
ツ
ア
ー
と
な
り
ま

し
た
。
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4
.
組
織
拡
大
と
強
化

①

会
員
増
や
し

昨
年
4
月
か
ら
今
年
の
3
月

の
間
に
迎
え
た
新
会
員
は
4
名

で
す
が
、
退
会
者
は
2
1
名
と

な
り
ま
し
た

(
う
ち
死
去
に
よ

る
退
会
5
名
)
。
ま
た
、
機
関

紙
読
者
は
6
名
が
増
え
ま
し
た

が
、
購
読
中
止
者
も
3
名
あ
り

ま
す
。

会
員
の
高
齢
化
と
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
退
会
者
が
増
え
る

こ
と
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
問
題
で
す
。
新
会
員
・
新
読

者
を
増
や
す
こ
と
は
大
阪
A
A

し
A
に
と
つ
て
最
重
要
課
題
で

す
。

②

地
域
班
づ
く
り

市
区
町
村
の
地
域
ご
と
に
近

隣
の
会
員
の
絆
と
連
帯
を
は
か

り
、
大
阪
A
A
し
A
の
支
部
と

し
て
の
組
織
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
市
町
村

ご
と
の
会
員
名
簿
を
作
成
し
ま

し
た
が
、
地
域
支
部
を
組
織
す

る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

5
.
財
政
活
動

会
費
納
入
願
い
と
振
込
取
扱

票
の
送
付
は
年
間
数
回
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
の
会
費
納

入
率
は
目
標
と
す
る
9
割
を
超

え
、
カ
ン
パ
な
ど
の
金
額
も
増

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
費
や

機
関
紙
代
の
数
年
に
わ
た
る
未

納
も
あ
り
、
会
財
政
を
圧
迫
し

て
い
ま
す
。
大
阪
A
A
し
A
の

財
政
・
組
織
を
支
え
る
上
で
引

き
続
き
未
納
会
費
を
減
ら
す
と

り
く
み
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

6
.
平
和
・
国
際
友
好
団
体
の

交
流
と
連
携

大
阪
革
新
懇
、
大
阪
安
保
、

憲
法
会
議
、
大
阪
原
水
協
、
大

阪
母
親
連
絡
会
、
国
際
女
性
デ
ー

大
阪
実
行
委
員
会
な
ど
の
団
体

に
は
担
当
役
員
が
各
定
例
会
議

に
参
加
し
連
携
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

日
中
友
好
協
会
、
日
本
ユ
ー
ラ

シ
ア
協
会
、
日
本
コ
リ
ア
協
会
、

日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
の
国

際
友
好
団
体
と
は
、
今
後
の
協

力
と
連
携
を
す
す
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

7
.
機
関
紙
等
の
充
実
、
改
善

の
と
り
く
み

①

機
関
紙

「
お
お
さ
か
A
A

し
A
」毎

月
発
行
の
機
関
紙
は
、
昨

年
度
よ
り
5
人
体
制
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
編
集
・
発
行
し
て
い

ま
す
。
毎
月
の
記
事
集
め
と
編

集
作
業
が
予
定
通
り
進
ま
な
い

こ
と
も
多
く
、
月
末
の
発
送
作

業
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
の
担

当
者
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
不
慣
れ
さ
の

克
服
と
、
脱
字
・
誤
植
な
ど
の

ミ
ス
が
な
い
よ
う
な
校
正
も
求

め
ら
れ
ま
す
。

②

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
・

S
N
S
利
用
に
つ
い
て

大
阪
A
A
し
A
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
更
新
は
、
個
人

(
浜
辺
副

理
事
長
)

の
力
量
と
努
力
に
頼
っ

て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
る
の

で
、
複
数
の
担
当
者
で
取
り
組

む
な
ど
の
改
善
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
ラ
イ
ン
ア
プ
リ
を
使
っ

て
の
グ
ル
ー
プ
通
信
を
一
部
取

り
入
れ
ま
し
た
が
、
有
効
に
活

用
し
て
い
な
い
面
が
あ
り
、
今

後
利
用
を
促
進
し
て
い
く
工
夫

も
必
要
で
す
。

◆

2
0
2
5
年
度
の
活
動

計
画

(
案
)

1

「
戦
争
す
る
国
」

に
突
き
進

む
自
公
政
権
か
ら

「
戦
争
し
な

い
国
」

へ
の
政
権
交
代
実
現
が

最
大
の
国
際
連
帯
で
す

昨
年
の
総
選
挙
で
は
自
公
与

党
を
過
半
数
割
れ
に
追
い
込
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
公
政
権
が
少
数
与
党
に
な
っ

た
こ
と
で
国
政
運
営
に
は
大
き

な
変
化
が
現
れ
て
き
ま
し
た
が
、

一
部
野
党
の
政
権
す
り
寄
り
に

よ
っ
て
悪
政
は
継
続
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り

の
姿
勢
は
変
わ
る
こ
と
な
く
軍

備
拡
張
に
突
き
進
み
、
台
湾
有

事
の
際
に
は
日
本
が
戦
争
の
最

前
線
に
立
つ
こ
と
に
な
る
と
い

う
危
険
性
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

日
本
と
ア
ジ
ア
の
平
和
に
と
っ

て
危
険
極
ま
り
な
い
自
公
政
権

を
夏
の
参
議
院
選
挙
で
も
過
半

数
に
追
い
込
み
、
政
権
交
代
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

戦
争
し
な
い
国
に
す
る
こ
と
、

そ
し
て
地
球
環
境
を
守
る
た
め

国
際
連
帯
を
進
め
る
国
に
す
る

こ
と
が
最
大
の
国
際
連
帯
で
あ

る
と
の
認
識
を
持
ち
、
A
A
し

A
な
ら
で
は
の
役
割
を
発
揮
で

き
る
よ
う
活
動
し
ま
す
。

2

学
習
と
理
論
活
動
を
重
視

し
な
が
ら
国
際
的
重
要
課
題
に

取
り
組
み
ま
す

情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
活
動

を
進
め
る
た
め
に
は
学
習
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

特
に
A
A
し
A
諸
国
に
つ
い

て
の
メ
デ
ィ
ア
情
報
は
、
欧
米

諸
国
に
比
べ
て
少
な
く
、
情
勢
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の
構
造
的
変
化
や
そ
の
本
質
や

方
向
性
を
捉
え
る
た
め
に
は
、

系
統
的
・
日
常
的
な
学
習
が
必

要
で
す
。

ま
た
国
際
的
な
重
要
課
題
と
し

て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
、
気
候

変
動
、
食
料
問
題
、
格
差
拡
大

の
問
題
、
国
際
的
時
事
問
題
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
た
め
次
の
3
点
を
重
視

し
ま
す
。

①

「
戦
争
か
平
和
か
が
鋭
く
問

わ
れ
る
世
界
情
勢
」

に
ふ
さ
わ

し
い
A
A
し
A
の

「
第
1
1
次

国
際
署
名
・
戦
争
す
る
な
ど
の

国
も
!
」

は
、
3
0
0
0
筆
を

目
標
と
し
て
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

②

情
勢
に
応
じ
た
学
習
会
や

講
演
会
を
計
画
す
る
と
共
に
、

「
A
A
し
A
カ
フ
ェ
」

や

「
英

語
で
世
界
を
読
む
会
」

の
よ
う

な
対
話
型
学
習
会
の
定
期
開
催

と
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

③

当
面
す
る
国
際
的
な
課
題
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と
パ
レ
ス
チ

ナ
・
ガ
ザ
攻
撃
に
対
す
る
平
和

的
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
課

題
、
ま
た
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
政
治
変
革

の
諸
課
題
、
身
近
な
日
韓
関
係

や

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
問
題
」
、
さ

ら
に
日
中
関
係
問
題
、
ま
た
国

際
的
人
権
問
題
に
直
結
す
る
問

題
な
ど
の
取
り
組
み
を
す
す
め

ま
す
。

3

事
務
局
体
制
を
強
化
し
、

機
関
紙
活
動
を
改
善
・
充
実
さ

せ
ま
す

①

事
務
局
体
制
の
強
化
の
た

め
に
事
務
局
員
を
増
や
し
、
事

務
局
会
議
の
定
例
化
を
図
り
ま

す
。

②

毎
月
発
行
の
機
関
紙
は
、

担
当
者
を
増
や
し
、
企
画
・
編

集
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

編
集
技
術
の
取
得
と
共
有
化
を

図
り
ま
す
。
な
お
校
正
段
階
で

十
分
な
点
検
が
で
き
る
よ
う
編

集
日
程
の
余
裕
を
持
た
せ
、
編

集
会
議
を
開
い
て
計
画
的
に
記

事
の
収
集
・
編
集
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
会
員
や
読
者
、
他
団

体
に
も
わ
か
り
や
す
く
情
報
や

問
題
提
起
が
伝
わ
る
よ
う
、
さ

ら
に
充
実
し
た
機
関
紙
を
め
ざ

し
ま
す
。

③

大
阪
A
A
し
A
と
し
て
そ

の
対
応
が
遅
れ
て
い
る

「
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
」

に
よ
る
学
習
会

や
講
演
会
は
、
参
加
者
規
模
を

広
げ
る
取
組
み
と
し
て
、
他
団

体
と
協
力
・
共
同
と
、
独
自
の

実
施
も
含
め
今
後
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
理
事
会
や

常
任
理
事
会
の

「
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
」

も
検
討
し
ま
す
。

4

海
外
ツ
ア
ー
や
楽
し
い
文

化
活
動
の
企
画
を
す
す
め
ま
す

A
A
し
A
ら
し
く
異
文
化
交

流
の
で
き
る
企
画
と
、
趣
味
や

特
技
を
含
め
た
会
員
同
士
の
文

化
的
交
流
や
意
見
交
換
が
で
き

る
取
組
み
も
企
画
し
ま
す
。

①

海
外
ツ
ア
1
は
日
本
A
A

し
A
主
催
で

「
第
1
1
次
国
際

署
名
」

を
今
年
の
A
S
E
A
N

議
長
国
マ
レ
ー
シ
ア
へ
届
け
る

た
め
の
ツ
ア
ー
が
1
1
月
末
か

ら
1
2
月
初
旬
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
面
海
外
ツ
ア
ー
と
し
て
こ

の
派
遣
団
へ
の
参
加
を
積
極
的

に
呼
び
か
け
ま
す
。

②

大
阪
A
A
し
A
独
自
の
ツ

ア
ー
と
し
て
、
日
帰
り
ま
た
は

一
泊
の
平
和
交
流
の
ツ
ア
ー
を

計
画
し
ま
す
。

ま
た
、
海
外
ツ
ア
ー
も
視
野

に
入
れ
、
他
団
体
と
の
協
賛
も

含
め
、
旅
行
社
と
も
相
談
し
な

が
ら
企
画
を
検
討
し
ま
す
。

5

組
織
強
化
と
財
政
強
化
を

図
り
ま
す

活
動
の
源
泉
は
組
織
力
に
あ

り
、
そ
の
組
織
力
は
健
全
な
財

政
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
組
織
を
底
か
ら
支

え
る
会
員
の
一
人
一
人
の
繋
が

り
を
さ
ら
に
強
め
、
活
動
力
を

高
め
る
こ
と
が
魅
力
あ
る
取
り

組
み
に
繋
が
り
、
さ
ら
に
財
政

的
課
題
の
克
服
に
も
繋
が
り
ま

す
。そ

の
た
め
次
の
3
つ
の
課
題
に

取
り
組
み
ま
す
。

①

「
組
織
強
化
」

と

「
財
政

強
化
」

は
表
裏
一
体
の
も
の
で

す
。大

阪
A
A
し
A
の
財
政
は
極

め
て
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

会
員
・
機
関
紙
読
者
の
大
幅

な
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
会
費
・
機
関
紙
代
な

ど
の
徴
収
を
確
実
に
し
、
通
年

の
組
織
強
化
募
金
の
訴
え
を
続

け
ま
す
。

②

「
地
域
支
部
」

づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
市
区
町
村
ご
と
の

会
員
名
簿
を
整
備
し
、
地
域
ご

と
に
近
隣
の
会
員
の
絆
と
連
帯

を
は
か
り
ま
す
。

当
面
は
、
会
員
・
読
者
へ
の

連
絡
、
会
費
等
の
納
入
促
進
や
、

地
域
グ
ル
ー
プ
的
な
つ
な
が
り

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

し
ま
す
。

地
域
会
員
を
対
象
に
し
た

「
学
習
会
」

や

「
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」

な
ど
会
員
の
専
門
性

や
趣
味
と
要
求
に
基
づ
い
た
取

組
み
も
企
画
し
ま
す
。

6

平
和
・
国
際
友
好
団
体
と

の
連
携
・
交
流
を
強
め
ま
す

明
る
い
大
阪
民
主
府
政
を
つ

く
る
会
、
安
保
破
棄
大
阪
実
行

委
員
会
、
大
阪
う
た
ご
え
協
議

会
、
大
阪
憲
法
会
議
、
大
阪
平

和
委
員
会
、
原
水
爆
禁
止
大
阪

府
協
議
会
、
進
歩
と
革
新
を
め

ざ
す
大
阪
の
会
、
日
本
コ
リ
ア

協
会
大
阪
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友

好
協
会
大
阪
府
連
合
会
、
日
中

友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会
な
ど
、

平
和
と
民
主
主
義
を
め
ざ
す
諸

団
体
と
の
連
帯
・
共
同
の
活
動

を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
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⑫安井倫子さん
(大阪AALA常任理事・大阪大学文学博士)

だ
さ
い
。

今
月
は
、
丁
寧
な
レ
ジ
ュ
メ

と
4
8
枚
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
ほ
ん
の
一
部
、
カ
フ
ェ
で
の

安
井
さ
ん
の
お
話
の
ア
ウ
ト
ラ

イ
ン
と
資
料
の
紹
介
だ
け
と
な

り
ま
す
が
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

自
分
の
足
元
を
撃
つ
よ
う
な

ト
ラ
ン
プ
の
無
謀
な
政
策
で

「
偉
大
な
ア
メ
リ
カ
は
復
活
す

る
の
か
?

(
2
)

2
0
世
紀
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

国
家
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
凋

落

講
演
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

現
在
も
、
「
ル
ー
ル
違
反
の
ト

ラ
ン
プ
関
税
」

が
世
間
を
騒
が
せ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
最
中
、
今
回

の
A
A
し
A
カ
フ
ェ
は
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
政
策
に
つ
い
て
、

安
井
倫
子

講
師
に
お
話
を
お

伺
い
し
ま
し
た
。

ま
た
4
1
回
の
A
A
し
A
カ

フ
ェ
で
ア
メ
リ
カ
大
統
領

選

挙
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

い
た
日
本
在
住
の
ア
メ
リ
カ
人

で
、
高
校
教
師
の
M
 
a
t
t

K
 
a
 
S
t
 
e
さ
ん
も
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
今
の
ア

メ
リ
カ
を
ど
う
見
て
い
る
の
か

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

参
加
者
1
6
名
で
し
た
が
時

間
の
許
す
限
り
、
参
加
者
の
質

問
に
も
お
二
人
は
熱
心
に
熱
く

答
え
て
い
た
だ
き
貴
重
な
学
習

会
と
な
り
ま
し
た
。

「
分
断
に
抗
う
壁
画
」

「
語
ら

れ
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
市
民
権

運
動
史
」

の
著
作
が
あ
り
翻
訳

も
多
数
あ
る
安
井
さ
ん
。
永
年

に
渡
り
ア
メ
リ
カ
社
会
を
研
究

し
て
こ
ら
れ
た
だ
け
あ
り
お
話

は
期
待
に
違
わ
ず
素
晴
ら
し
い

も
の
で
し
た
。

今
月
号
は
、
総
会
の
議
案
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
掲
載
の
た
め
に
多

く
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
ぐ
に

連
絡
を
と
り
、
次
号
に
お
い

て
、

講
師
の
安
井
さ
ん
の
資

料
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る

講
演
の
内
容
な
ど
も
紹
介
し
な

が
ら
、
原
稿
を
書
い
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

快
諾
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
次
号
を
ご
期
待
く

は
じ
め
に
、

2
4
年
の
大
統
領
選
挙
で
な

ぜ
ト
ラ
ン
プ
が
勝
利
し
た
の
か
。

①

イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
へ
の
対

処
に
お
け
る
民
主
党
政
権
の
失

敗②

移
民
問
題
の
深
刻
さ

③
経
済
問
題
へ
の
政
策
の
欠
如

そ
の
1

あ
る
ア
メ
リ
カ
市
民
の
述
懐

そ
の
2『

日
本
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
な

い
ト
ラ
ン
プ
就
任
4
5
日
"
情

報
の
洪
水
"

と
の
戦
い
』
渡
蓮

裕
子
に
よ
る
ス
ト
ー
リ
ー

(
B
U
S
工
N
E
S
S

宣
N
S

I
D
E
R

2
0
2
5
年
3
月

5
日
)

そ
の
3

ハ
イ
パ
ー
帝
国
主
義
に
つ
い
て

欄
間

▲
嶋
田
▼

囲由
「
。
.爛

本
論(

1
)
第
2
期
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
何
を
し
だ
い
の

(
3
)

2
1
世
紀
の
ア
メ
リ

カ
の
行
方
は
?

(
4
)

分
断
に
抗
う
ア
メ
リ
カ
市
民

全
米
反
ト
ラ
ン
プ
・
デ
モ
4
月

6
日

6
0
万
人

世
界
1
3

0
0
箇
所

米国における202ぜ電腰の国防費

e

e
鐙琶
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そ
の
4

人
も
い
ま
す
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
つ
け

て
い
な
い
車
が
大
半
。

チ
ユ
ー
ク
州
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
に
は
数
字
の
上
に

「
D
い
く

①
r
.
S
国
a
<
①
つ

(
ダ
イ
バ
ー
の
楽

園
)

」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
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時
と
場
所
が
変
わ
れ
ば
制
度

も
文
化
も
習
慣
も
違
う
。

私
が
子
ど
も
の
頃
は
、
家
で

誕
生
日
の
祝
い
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
み
ん
な
大
晦
日
に
年

を
取
る
か
ら
個
別
の
誕
生
日
祝

い
は
要
ら
な
か
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
で
す
ね
。
青
森
で
の
話

で
す
。

さ
て
、
こ
こ
南
国
・
南
太
平

洋
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
気
が
つ

い
た

「
異
文
化
」

を
紹
介
し
ま

す
。あ

く
ま
で
も
、
日
本
や
私
の

生
活
感
覚
と
の
違
い
で
感
じ
た

部
分
だ
け
で
す
が
。

知
ら
な
い
人
と
も
必
ず
あ
い

さ
つ
。
街
を
歩
い
て
い
て
す
れ

違
う
人
や
家
の
前
に
い
る
人
と

は
基
本
的
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
ま
す
。
時
に
は
握
手
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
車
も
中
の

人
も
手
を
上
げ
て
あ
い
さ
つ
。

「
ハ
ロ
ー
」

や
現
地
語
の

「
ア

ン
ニ
ム
」

で
あ
い
さ
つ
を
か
わ

し
ま
す
。

時
々

「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」

と
日

本
語
で
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る

こ
れ
が
ダ
イ
バ
1
に
人
気
で
、

ネ
ッ
ト
上
で
高
く
売
れ
る
た
め

盗
難
が
多
く
、
そ
の
防
止
の
た

め
に
外
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

道
路
沿
い
や
海
の
中
に
は
要

ら
な
く
な
っ
た
車
や
船
が
多
数
、

捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

数
キ
ロ
の
中
に
何
十
台
も
あ

り
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
も

捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
は

そ
の
辺
に
捨
て
る
と
い
う
意
識

が
ま
だ
抜
け
な
い
み
た
い
で
す
。

バ
ス
や
電
車
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
は
な
く
、
個
人
営
業
の

タ
ク
シ
ー
と
ド
ラ
イ
バ
1
付
き

の
レ
ン
タ
カ
ー
が
あ
り
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
は
乗
り
合
い
で
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に

「
↓
A
X
H
」

と
手
書
き
さ
れ
た
も
の
が
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
の
上
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。

電
話
で
呼
び
出
す
こ
と
が
で

き
な
く
、
流
し
て
い
る
の
を
つ

か
ま
え
ま
す
。
近
場
は
1
人
1

ド
ル
。
夕
方
5
時
以
降
と
日
曜

日
は
タ
ク
シ
ー
を
見
か
け
る
こ

と
は
少
な
い
で
す
。

バ
イ
ク
は
た
ま
に
走
っ
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
私
は
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
転
車
は

ま
れ
に
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
子
ど
も
が
遊
び
で

使
っ
て
い
る
も
の
だ
け
。
道
路

事
情
が
悪
い
た
め
か
二
輪
は
敬

遠
さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
す
。

島
と
島
の
移
動
は
小
型
ボ
ー

ト
。
通
勤
も
ボ
ー
ト
。
州
都
以

外
の
島
々
に
は
車
は
な
く
、
徒

歩
の
み
。

犬
は
ほ
と
ん
ど
が
放
し
飼
い
。

番
犬
と
し
て
の
自
覚
が
高
く
、

家
の
近
く
を
通
る
と
吠
え
ま
く

る
か
ら
怖
い
。
し
か
も
、
近
所

か
ら
仲
間
を
呼
び
出
し
て
5
、

6
匹
で
迫
っ
て
く
る
と
ゾ
ー
ツ

と
し
ま
す
。
木
の
棒
を
持
っ
た

り
、
石
を
持
っ
た
り
し
て
防
衛

し
て
い
ま
す
。

噛
ま
れ
る
人
は
多
い
み
た
い

で
、
警
察
に
届
け
る
と
噛
ん
だ

犬
は
処
分
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

豚
の
親
子
が
道
路
沿
い
を
散

歩
し
て
い
る
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。
子
豚
は
楽
し
そ
う

に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

郊
外
の
道
路
沿
い
に
は
バ
ナ

ナ
の
木
と
椰
子
の
木
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
自
然
に
実
を
つ
け
て

い
ま
す
。
バ
ナ
ナ
が
あ
の
よ
う

に
で
き
て
い
る
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

国
家
予
算
の
6
割
が
ア
メ
リ

カ
か
ら
の
公
的
援
助
に
よ
る
も

の
だ
そ
う
で
す
。
米
、
野
菜
、

卵
、
肉
な
ど
の
食
糧
は
大
半
が

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
で
す
。

食
糧
自
給
率
は
と
ん
で
も
な

く
低
く
、
何
ら
か
の
理
由
で
輸

入
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
ら
み
ん
な

飢
え
て
し
ま
い
ま
す
。

自
生
し
て
い
る
コ
コ
ナ
ッ
ツ

と
バ
ナ
ナ
だ
け
で
は
生
き
て
い

け
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
今
回
は
以
上
で
。
こ
れ

は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
文
化
だ
と

思
い
な
が
ら
も
、

「
お
い
お
い
」

と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い

で
す
。
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◆
常
任
理
事
会
の
報
告

4
月
9
日
開
催

l

会
員
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

昨
年
4
月
か
ら
今
年
3
月
ま
で
に

4
名
の
会
員
を
迎
え
、
6
名
に

機
関
紙
読
者
に
な
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

2

会
財
政
の
状
況

会
費
等
の
納
入
は
昨
年
度

よ
り
改
善
し
、
カ
ン
パ
も
目
標
以

上
に
集
ま
り
ま
し
た
。

3

総
会
に
向
け
て

4

A
A
し
A
カ
フ
ェ
の
予
定

5

第
1
1
次
国
際
平
和
署
名
の

と
り
く
み

5
月
3
日
の
大
阪
総
が
か
り
集

会

(
扇
町
公
園
)

で
署
名
集
め
を

す
る
。

6

そ
の
他

ベ
ト
ナ
ム
元
政
治
囚
コ
ー
ラ
ス

団
の
来
日
を
支
援
す
る
た
め
に
関

西
で
の
公
演
と
交
流
会
に
取
り
組

む
。
詳
細
は
今
後

偽
%
後
%
物
%
%
"
覆
m

◆
第
5
回
理
事
会
の
ご
案
内

日
時

5
月
1
9
日

(
水
)

1
4
時
か
ら

会
場

大
阪
A
A
し
A
事
務
所

理
事
・
常
任
理
事
等
役
員
の
方

出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
0
2
5
年
度

第
6
3
回
大
阪
A
A
し
A
定
期
総
会

日

時

6
月

1
日

(
日
)

1
3
‥
3
0
′
-
1
6
‥
3
0

場

所え
き
ち
か
森
ノ
宮

(
貸
会
議
室
)

特
別
講
演
“

根
底
に
流
れ
る

「
植
民
地
主
義
」
を

私
た
ち
は
の
り
こ
え
ら
れ
る
か
?
!
"

飯
田
光
徳
さ
ん

(
日
本
コ
リ
ア
協
会
・
大
阪
理
事
長
)

∵
.
…
言
上
…
」

文
芸
欄

花
粉
症
つ
ら
い
鼻
水
は
な
づ
ま
り

落
日
は
避
け
よ
う
も
な
い
自
民
党

巷
で
は
青
息
吐
息
物
価
高

大
阪
市
旭
区

近
藤

正

二義に

毒発着

○○ノ1"
書iエーコで重さ-〃.

室

・重さ下麟寄ノ書く申実録・事後i輸登録筆録I)(㊦出口書出で
曾ラヴ字ライリーストア事蘭書を噺

・ 」寄寄ノ書裏口出てローソン標の冒厳重を出て葛断

「戦争するな!どの国も」 第1 1次国際署名にご協力ください

今秋、 ASEAN会議に合わせ議長国のマレーシアに届けます。
目標個人 3000筆、団体50筆です。ご協力をよろしくお願いします。

会費 月800円(年9、 600円) (25歳以下は年3,000円) * 入会金500円

*会費の会計年度は毎年4月から翌年の3月です。半期毎に4800円ずつ入金をお願いします。

*会費の中には機関紙代も含まれます。月初めに大阪AALAと日本AALAの機関紙を郵送します。

大阪仙しAへ

のお誘い

日“認,認諾藷Osaムa


